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行ったことあります？
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「
地
域
の
活
性
化
を

合
言
葉
に
」

　

若
者
就
業
・
地
場
産
業
の
振

興
・
村
民
の
健
康
増
進
・
地
域

間
の
交
流
・
情
報
交
換
の
拠
点

等
の
目
的
で
、
国
の
「
若
者
定

住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
指
定
を
受
け
、
平
成
６

年
の
カ
ル
デ
ラ
温
泉
館
竣
工
か

ら
、
平
成
9
年
の
肘
折
い
で
ゆ

館
及
び
周
辺
施
設
の
整
備
ま
で
。

総
事
業
費
１７
億
円
余
り
の
、
村

始
ま
っ
て
以
来
の
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々

な
ご
意
見
を
今
後
の
運
営
に
活

か
し
て
い
く
た
め
、
改
め
て
振

り
返
っ
て
み
ま
す
。

あ
の
時 巻

頭
特
集

巻
頭
特
集

　

最
盛
期
に
は
２
施
設
で
7
万

人
を
超
え
た
時
期
も
あ
っ
た
来

客
者
。
利
用
者
数
の
減
少
は
他

の
多
く
の
施
設
で
も
同
様
で
、

近
年
は
5
万
人
ほ
ど
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
２３
年
3
月
に

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
東

北
の
多
く
の
観
光
施
設
と
同
様

に
大
き
く
利
用
者
が
落
ち
込
み
、

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
翌
２4
年
春
肘
折
温
泉
に
通

じ
る
県
道
が
崩
落
し
、「
肘
折

の
ぞ
み
大
橋
」
が
完
成
す
る
ま

で
、
足
掛
け
２
年
に
渡
り
大
変

不
便
な
迂
回
路
通
行
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
肘
折
温
泉
全
体
が
大

き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

の
運
営
も
厳
し
く
な
り
、
こ
の

間
、
村
が
支
出
す
る
施
設
の
運

営
費
（
委
託
料
）
を
増
や
す
等

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
住
民
が
公
衆
浴
場
代

わ
り
に
利
用
す
る
タ
イ
プ
の
施

設
と
違
い
、
村
外
か
ら
訪
れ
る

利
用
者
が
多
い
こ
の
２
施
設
。

「
交
流
人
口
の
拡
大
こ
そ
、
肘

折
温
泉
郷
や
村
内
特
産
品
の
利

用
者
増
に
繋
が
る
」
と
言
わ
れ

る
考
え
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ

の
存
在
価
値
を
重
要
視
す
る
考

え
も
あ
り
ま
す
。

　

村
の
南
部
に
位
置
す
る
肘
折

温
泉
郷
と
四
ヶ
村
の
棚
田
に
多

く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り

道
路
の
整
備
が
図
ら
れ
、
冬
季

の
除
雪
等
の
維
持
も
充
実
し
て

い
る
こ
と
は
近
隣
の
住
民
の
み

な
ら
ず
村
全
体
の
生
活
の
安
定

に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

な
に
よ
り
、
こ
の
村
に
住
ん
で

い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
交
流
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
の
存
在
価

値
は
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
秋
に
は
二
十
周
年
を
迎

え
る
記
念
の
年
。
さ
ら
に
営
業

内
容
を
充
実
さ
せ
、
利
用
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
を

重
ね
て
い
る
最
中
で
す
。

　

ま
ず
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
頂
く
こ
と
。
そ
し
て
、

率
直
な
声
を
き
ち
ん
と
反
映
さ

せ
て
行
く
こ
と
が
一
番
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
今

こ
れ
か
ら

■
肘
折
い
で
ゆ
館

　

肘
折
温
泉
郷
の
中
核
施
設
と

し
て
、
入
湯
客
の
利
用
以
外
に

も
、
2
0
0
人
収
容
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
の
様
々
な
催
し
、
温

泉
療
養
相
談
（
ド
ク
タ
ー
ア
ド

バ
イ
ス
）
や
村
内
の
各
種
団
体

の
会
合
な
ど
の
地
域
活
動
も
合

わ
せ
た
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
に
は
4
万
人
を
超
え

た
時
期
も
あ
っ
た
利
用
者
、
現

在
は
２
万
人
台
で
推
移
。
今
年

20
周
年
。

■
カ
ル
デ
ラ
温
泉
館

　

全
国
的
に
珍
し
い
と
い
わ
れ

る
炭
酸
泉
を
利
用
し
て
、
飲
泉

や
寒
冷
浴
槽
と
高
温
浴
槽
の
組

み
合
わ
せ
機
能
を
持
た
せ
た
施

設
。
温
泉
効
能
や
静
か
な
た
た

ず
ま
い
を
好
み
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
の
も
特
徴
。
１
万
７
千
人

前
後
の
利
用
者
数
。
24
年
目
。
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肘折いでゆ館

カルデラ温泉館

2施設の運営状況　（当初は第3セクター、現在は指定管理者制で運営を公募〜肘折振興㈱が運営。）

年　度 来客者数 運営規模 村の委託料 参　　　考
H20年度 53,130人 6,300万円 2,200万円
H21年度 55,050人 6,800万円 2,200万円
H22年度 45,680人 6,300万円 2,200万円

23年3月に東日本大震災発生、観光客全体が大きく減少。
H23年度 42,270人 6,100万円 2,200万円
H24年度 25,800人 5,700万円 3,200万円 4月に県道崩落、う回路通行。委託料1,000万円追加。
H25年度 32,190人 6,500万円 3,200万円 12月末のぞみ大橋完成まで、う回路通行続く。委託料追加1,000万円
H26年度 38,830人 6,300万円 2,200万円
H27年度 39,300人 6,700万円 2,300万円 消費税率アップ、燃料高騰等で委託料100万増
H28年度 37,920人 9,100万円 3,300万円 運営体制見直し、委託料追加1,000万

大
蔵
村
の
公
共
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
、当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ず
第
一
回
は
」

「
あ
の
時  

～  

そ
し
て  

～  

こ
れ
か
ら
」

巻頭特集肘
折
い
で
ゆ
館
・カル

デ
ラ
温
泉
館



6月定例会 5月臨時会
議
案
の
審
議

人
事
案
件

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
が
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
平
成
29
年
度
の
６

会
計
の
補
正
予
算
審
議
の
他
、
国
の
法
改
正
に
よ
る
「
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
」
の
新
設
に
よ
り
、報
酬
を
定
め
る
条
例
改
正
や
「
農
業
委
員
」

の
任
命
等
の
審
議
を
行
っ
た
。
ま
た
、
議
案
に
先
立
ち
３
名
の
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

５
月
１
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
議

会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
、
２
年
ご
と

の
改
選
を
行
い
、
副
議
長
の
互
選
の
他

各
委
員
の
互
選
を
行
い
、
新
た
な
議
会

体
制
が
発
足
し
た
。
ま
た
、
専
決
処
分

と
な
っ
て
い
た
平
成
28
年
度
補
正
予
算

８
件
の
承
認
、
税
条
例
、
国
保
条
例
の

制
定
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
審
議
を
行
っ
た
。

今
回
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は

◦
特
別
職
の
給
与
、
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
新
設
の
た
め
）

◦
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
国
の
改
正
等
に
合
わ
せ
て
条
例
全
般
の
見
直

し
を
図
る
も
の
）

◦
平
成
29
年
度
補
正
予
算
審
議

（
一
般
会
計
、
国

保
会
計
、
簡
易

水
道
、
下
水
道
、

診
療
所
、
介
護

保
険
の
補
正
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

❖
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

伊
藤
美
恵
子
氏
（
清
水
三
）
補
欠
委
員

★
農
業
委
員
会
委
員

斉
藤　

徳
美
氏
（
合　

海
）

鈴
木　

利
夫
氏
（
藤
田
沢
）

三
條　

清
美
氏
（
白
須
賀
）

国
分　
　

明
氏
（
上
竹
野
）

佐
藤　
　

勝
氏
（
滝
の
沢
）

八
鍬　

信
一
氏
（
赤　

松
）

佐
藤　

昌
子
氏
（
清
水
二
）

　　　　　　　　　平成29年度補正予算6会計を審議・可決
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 １億8100万円 41億5320万円 加工場建設、給与関係の変更

② 国 民 健 康 保 険 会 計 60万円 5億4260万円 納付金、還付金の増

③ 簡 易 水 道 会 計 600万円 3億　330万円 肘折浄水場施設整備調査費追加

④ 下 水 道 会 計 240万円 1億7890万円 汚水桝設置工事追加

⑤ 診 療 所 会 計 ▼90万円 2億3780万円 給与関係の変更

⑥ 介 護 保 険 会 計 90万円 3億9770万円 給与関係の変更

補正予算

大蔵村議会組織構成一覧　　　平成29年5月1日から

議　　長 鈴　木　君　德　 副 議 長 佐　藤　　　勝
（2年毎互選）

総務文教常任委員会（再編成） 産業建設常任委員会（再編成）
委 員 長 矢　口　　　智　 委 員 長 長　南　正　一　
副委員長 中　島　幸　夫　 副委員長 加　藤　忠　己　
委　　員 八　鍬　信　一　 委　　員 鈴　木　君　德　
委　　員 佐　藤　　　勝　 委　　員 海　藤　邦　夫　
委　　員 早　坂　民　奈　 委　　員 佐　藤　雅　之　

議会運営委員会 議会広報調査特別委員会（再編成）
委 員 長 中　島　幸　夫　再 委 員 長 矢　口　　　智　
副委員長 加　藤　忠　己　新 副委員長 早　坂　民　奈　
委　　員 長　南　正　一　再 委　　員 佐　藤　　　勝　
委　　員 矢　口　　　智　新 委　　員 佐　藤　雅　之　

（2年毎互選）

最上広域組合委員 議会選出監査委員
鈴木　君德　・　矢口　　智　 長　南　正　一

（2年毎互選）

新 新

新

新

再

再

再
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一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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６月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい

3議員が一般質問

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただし
ていくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が4５分です。

佐藤　雅之 議員

〇事業者への設備投資促進策は？
〇若者の声は、村政に生かされているか？

長南　正一 議員

〇温泉街の道路整備を急げ

早坂　民奈 議員

〇村は一つ、「オール大蔵」で活性化を

7P

8P

9P

問
１　

中
小
の
事
業
経
営
で
は
、

設
備
や
店
舗
、
機
械
の
老
朽
化

が
顕
在
化
し
、
設
備
等
へ
の
再

投
資
が
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
舟
形
町
で
も
今
年
4
月
か

ら
町
独
自
の
補
助
を
始
め
て
い

る
。
地
域
の
建
築
業
者
の
仕
事

づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
店
舗
や

施
設
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や

事
業
用
備
品

の
購
入
補
助

を
村
と
し
て

お
こ
な
っ
て

は
ど
う
か
。

答
１　

国
は
平
成
２６
年
度
、
従

来
の
政
策
を
転
換
し
、
は
じ
め

て
小
規
模
事
業
者
へ
の
直
接
的

な
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。
山

形
県
も
、
本
年
度
新
規
事
業
と

し
て
「
中
小
企
業
ス
ー
パ
ー
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
事
業
」
を
創
設
。

こ
の
事
業
に
は
、「
設
備
投
資

等
促
進
事
業
」
や
「
小
規
模
事

業
者
持
続
的
発
展
支
援
事
業
」

が
盛
り
込
ま
れ
、
国
の
補
助
に

不
採
択
に
な
っ
た
事
業
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
等
、
充
実
し
た

補
助
体
制
が
確
立
さ
れ
て
き
て

中
小
事
業
者
の
設
備
投
資
に
村
の

補
助
を

村
長  

上
乗
せ
補
助
を
検
討

い
る
。
本
年
度
の
国
、
県
事
業

へ
の
申
請
を
最
優
先
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
温
泉
地
等
の
特
異

性
を
考
慮
し
て
村
の
補
助
金
制

度
を
検
討
し
た
い
。

問
2
　
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
。

も
っ
と
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
持

っ
て
実
施
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
2　

国
や
県
の
制
度
に
上
乗

せ
す
る
形
で
の
村
独
自
の
助
成

制
度
を
来
年
度
実
施
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。

問
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
を
受
け
平
成
27
年
度

に
「
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
職

業
や
地
域
の
違
い
を
超
え
将
来

を
考
え
る
若
者
の
活
動
を
大
い

に
励
ま
し
、
村
民
が
そ
の
姿
を

共
有
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
し

か
し
、
活
動
を
保
障
す
る
予
算

も
な
く
、
活
動
が
一
般
の
村
民

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

村
と
し
て
若
者
の
「
や
る
気
」

を
引
き
出
し
、
若
者
の
声
を
村

政
に
も
生
か
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

「
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
活
動
は
、
マ
ル
シ
ェ
へ
の
参

加
な
ど
、
自
主
的
に
月
1
回
の

ペ
ー
ス
で
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
村
と
し
て
直
接
の
予
算
化

は
し
て
い
な
い
が
、
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
村
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金
の
活
用
が

出
来
る
こ
と
は
説
明
し
て
い
る
。

「
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
新

た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
入
し
て
お

り
、
村
の
今
年
度
新
規
採
用
職

員
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
し
て
い
る
。

　

行
政
主
導
で
は
な
く
、
若
い

世
代
が
自
主
的
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
重
要
な
意
義
が

あ
る
。
農
業
や
観
光
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
の
分
野
や
地
区
で

若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。
村
と
し
て
、
若
者
の

自
主
性
を
尊
重
し
、
若
者
の
活

躍
を
村
が

支
援
し
、

多
く
の
村

民
に
活
動

を
周
知
し

て
ゆ
く
。

そ
の
他

１
、「
広
報
お
お
く
ら
」
で
の

若
者
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
村
民

に
活
動
を
知
ら
せ
る

２
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
招

へ
い
の
面
接
等
に
若
者
か
ら

も
加
わ
っ
て
も
ら
う

３
、
村
内
外
の
若
手
社
長
や
経

営
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
起

業
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
若

者
に
語
っ
て
も
ら
う

等
の
提
案
を
行
っ
た
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

若
者
の
声
を
村
政
に
い
か
せ

村
長  

自
主
性
を
尊
重

　6月定例議会から、一般質問の形式が変わり
ました。議員は持ち時間の範囲内で何度でも同
じテーマについて質問ができるようになり、よ
り深い議論が可能となりました。
　また、議員席側に演壇が設けられ、最初の質
問から執行部と対面で議論を交わす形としまし
た。

「議会改革」ここが変わりました



一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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た
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
山

形
県
に
舗
装
の
修
繕
等
を
お

願
い
し
て
き
た
が
、
県
で
は

管
理
し
て
い
る
河
川
管
理
用

通
路
の
舗
装
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
財
政
的
に
も
今
後
行
う

予
定
は
無
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
仮
に
村
道
と
し
て
供

用
す
る
と
、
幅
員
の
拡
幅
や

河
川
へ
の
転
落
防
止
施
設
等
、

交
通
安
全
施
設
が
必
要
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置

す
る
と
、
現
況
の
幅
員
が
更

に
狭
く
な
る
う
え
、
堤
防
へ

の
掘
削
・
床
掘
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
支
柱
の
打
ち
込
み
な

ど
で
堤
防
が
弱
体
化
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
当
該
道
路
の
管
理
形
態

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
河
川

管
理
用
通
路
と
し
て
取
り
扱

う
。

②
当
該
道
路
を
拡
幅
し
、
更
に

温
泉
街
の
中
心
道
路
「
村
道

肘
折
朝
日
台
線
」
へ
接
続
す

る
こ
と
は
将
来
の
肘
折
温
泉

を
考
え
た
場
合
、
大
変
重
要

な
路
線
と
は
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
村
道
と
し
て
供
用

す
る
と
先
の
と
お
り
、
道
路

の
幅
員
が
必
要
と
な
る
。
当

該
路
線
沿
い
に
は
家
屋
や
旅

館
等
の
建
築
物
が
あ
り
、
村

道
と
し
て
整
備
・
拡
幅
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
。

③
現
段
階
で
当
該
道
路
の
新
設

改
良
に
む
け
た
目
標
年
次
を

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
2
　
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
マ
イ
ナ
ス
。
建
前
は
河
川
管

理
用
通
路
で
も
温
泉
街
に
隣
接

し
た
道
路
で
あ
り
、
住
宅
地
を

離
れ
た
河
川
敷
な
ど
と
は
条
件

が
違
う
。「
特
区
」
の
よ
う
な

形
で
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
。

村
も
も
っ
と
要
望
し
、
県
も
一

緒
に
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
ほ

し
い
。

答
２　

当
該
道
路
の
舗
装
は
過

去
に
村
で
施
工
し
た
経
緯
は
あ

る
。
村
と
し
て
は
、
肘
折
温
泉

と
い
う
特
殊
性
に
鑑
み
、
本
年

度
の
測
量
設
計
と
平
成
３０
年
度

か
ら
の
舗
装
損
傷
度
が
著
し
い

区
間
の
打
ち
換
え
を
既
に
予
定

し
て
い
る
。

長
南
　
正
一 

議
員

問
１
　
肘
折
温
泉
銅
山
川
沿
い

の
道
路
は
、
湯
治
客
や
地
元
住

民
に
と
っ
て
の
生
活
道
路
で
あ

り
、
温
泉
街
の
機
能
維
持
に
も

最
重
要
路
線
と
い
え
る
。
現
状

は
道
幅
も
極
端
に
狭
く
、
路
肩

も
崩
れ
、
車
の
通
行
や
人
が
往

来
す
る
に
は
危
険
極
ま
り
な
い
。

以
前
も
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
、

改
良
を
求
め
た
。
そ
こ
で
次
の

点
を
質
問
す
る
。

①
国
土
交
通
省
河
川
事
務
所
や

山
形
県
と
そ
の
後
の
交
渉
で

具
体
的
な
進
展
は
あ
っ
た
の

か
。

②
川
沿
い
の
道
路
を
拡
幅
、
延

長
し
て
温
泉
街
の
中
央
道
路

と
接
続
す
る
案
も
以
前
提
示

し
た
。
先
延
ば
し
に
で
き
な

い
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

③
道
路
の
新
設
改
良
に
向
け
た

年
次
目
標
を
示
す
考
え
は
あ

る
か
。

答
１　

①
当
該
道
路
区
間
は
、

河
川
管
理
用
通
路
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
状
況
は
、
損

傷
が
著
し
く
、
路
肩
部
分
の

欠
損
も
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
地

元
の
方
々
か
ら
舗
装
の
打
ち

換
え
等
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

温
泉
街
の
道
路
整
備
を
急
げ

村
長  

現
道
の
補
修
を
予
定

村
は
一
つ「
オ
ー
ル
大
蔵
」で
活
性

化
を

村
長  

村
民
一
人
ひ
と
り
が
応
援
団

　
　
営
業
マ
ン
に

早
坂
　
民
奈 

議
員

状
況
で
、
今
若
者
た
ち
が
頑
張

っ
て
い
る
。「
オ
ー
ル
大
蔵
」

の
実
現
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と

り
が
村
の
応
援
団
、
営
業
マ
ン

と
な
り
、
村
民
が
一
丸
と
な
り
、

各
産
業
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ

る
姿
勢
が
、
村
の
活
性
化
を
図

る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
村
の
良
さ
を
村
外
の
人

や
遠
く
か
ら
来
た
人
の
言
葉
で

気
づ
く
。「
灯
台
下
暗
し
」
で

あ
る
。
地
元
に
愛
さ
れ
ず
し
て
、

外
か
ら
は
人
が
来
な
い
。

問
2
　
村
民
が
一
つ
に
な
る
の

に
、
例
と
し
て
行
事
等
を
上
げ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は

担
当
地
区
民
だ
け
が
頑
張
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

も
っ
た
い
な
い
限
り
で
あ
る
、

も
っ
と
広
く
村
民
を
巻
き
込
め

な
い
も
の
か
。

答
2　

村
主
催
で
は
な
く
地
区

主
催
で
行
い
、
役
場
は
影
に
な

り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

数
値
的
に
は
、
総
合
的
に
村
民

の
参
加
は
４
割
程
度
で
あ
る
。

問
3
　
小
、
中
一
校
と
な
り
、

今
の
子
供
た
ち
は
、
隔
た
り
を

感
じ
て
い
な
い
。
社
会
教
育
の

中
で
、
村
の
良
さ
を
体
験
さ
せ

な
が
ら
、
積
極
的
に
関
わ
り
を

持
つ
教
育
を
考
え
、
夢
の
よ
う

だ
が
、
村
一
つ
に
な
り
、
温
泉

街
を
田
植
え
踊
り
が
練
り
歩
く
。

将
来
実
現
で
き
た
ら
良
い
の
で

は
な
い
か
。

答
3　

学
校
統
合
に
よ
り
、
ラ

イ
ン
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
次
世
代
の
若
者
に
夢
を
与

え
、
産
業
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
体

験
で
き
る
参
加
型
で
「
オ
ー
ル

大
蔵
」
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

問
1
　
村
で
は
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
が
、
他
の
地
域

の
方
の
参
加
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

　
肘
折
温
泉
の
利
用
も
村
外
へ

の
発
信
は
多
い
が
、
地
元
住
民

の
利
用
は
？

　
い
わ
ゆ
る
平
場
と
呼
ば
れ
て

い
る
地
域
と
肘
折
、
四
ヶ
村
の

間
に
見
え
な
い
ラ
イ
ン
が
あ
り
、

歯
が
ゆ
く
感
じ
て
い
る
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。
人
口
減
少
が

叫
ば
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
村
が

一
つ
に
な
り
、
観
光
、
農
業
、

産
業
等
の
村
の
良
さ
を
改
め
て

気
づ
き
、
歯
止
め
に
な
る
よ
う

で
き
な
い
か
。

答
1　

合
併
を
経
験
し
た
こ
と

が
な
く
、
意
識
し
て
村
内
の
融

和
の
観
点
で
の
施
策
は
乏
し
か

っ
た
。
し
か
し
、
村
内
の
事
業

に
多
く
の
村
民
の
参
加
を
し
て

頂
く
た
め
に
開
催
日
時
等
に
意

を
配
し
て
き
た
。
告
知
は
い
ろ

い
ろ
し
て
き
た
が
、
参
加
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
憂
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

田植え踊り（合海）

肘折銅山川沿い道路



　鮭川村川口地区に総事業費５７億円余りを投じて
整備された可燃物焼却施設「エコプラザ」。平成
１５年2月の稼働から１4年を経過し、特に劣化の著
しい排ガス処理設備を中心に大規模な改修を実施
します。平成２９年から３０年にかけ、総額１２億円近
くの大規模な事業となります。
　今回の設備改良は、有害物質を除去する「ろ過
式集塵機」を新しくする他、国の基準改正で不要
になった施設の撤去、コンベヤーの本数を減らし
高効率のモーターに変えるなど、今後の維持管理
費を抑えることも視野に入れた事業となります。

2年にわたっての大規模な工事になりますが、ご
みの焼却運転を行いながらの作業となりますので
安心してください。
　この更新事業により、今後１５年間の施設延命を
図る計画となっています。

　毎日運ばれてくる可燃ごみは年間2万トンを超
えます。焼却炉で焼いた後に「ろ過式集じん機」
を通して有害なガスやダイオキシンなどを大気へ
逃さない。その大事な機能の更新を行っていく計
画です。

「有害物質逃がしません」

可燃ゴミ焼却施設編集部特集
「最上広域市町村圏事務組合」

の事業紹介

最先端の技術で地球環境を守る

エコプラザもがみ
「環境に配慮した施設整備」から15年

「村民に信頼され存在感のある議会を築き
次の世代の挑戦を促すため」

　高知県の小さな村では「議会」がなく
なるかも…という最近の話題。私達の村
議会が住民に信頼され、そして、次世代
に受け継いでいかれるよう、今、真剣に
検討を重ねています。

議会報告会の開催

　議会の活動内容を知って
もらい、村民の意見、要望、
提言などを得て村政に生か
していくため(昨年度から開
催。今年も行います)。

研修の充実強化と
議員研究会の実施

　次世代を見据え、研修・研
究の充実強化を図ります。

議会主催の懇談会の開催
（関係団体との意見交換、情報交換）

　村内の様々な団体と意見
交換や情報交換を行います
(今年から開催予定)。

議員定数、
議員報酬の見直し

　「議会」の存在が改めて問
われている今、議会の存在
意義も含め検討し、改選期前
に一定の結論を出します。

議会内部改革

　従来の運営方法の見直し
を図り、次世代に受け入れや
すいように変えます。

テーマ

大気へ

プラットホーム

ごみピット

ごみ
クレーン 肺

みたいな所？

この部分を
改良します

ろ過式集じん機

エコプラザ
もがみ

焼却炉

心臓
みたいな所？

議会改革
進めてます!!

編
集
部
特
集

議
会
改
革
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※村民の皆さんのご意見を
お寄せください！
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卯
の
花
の
に
お
う
垣
根
に
〜

卯
の
花
と
は
、
ア
ジ
サ
イ
科

の
白
い
空
木
（
う
つ
ぎ
）
の

花
で
あ
る
。

　

こ
の
辺
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い

が
、
藤
の
花
が
上
に
向
か
っ
て
咲

い
て
い
る
と
想
像
し
て
ほ
し
い
。

早
乙
女
が
裳
裾
（
も
す
そ
）

濡
ら
し
て
〜

　

若
い
娘
が
田
ん
ぼ
で
苗
を
植
え

赤
い
着
物
の
裾
が
揺
れ
て
い
る
。

な
ん
と
抒
情
豊
か
な
表
現
だ
ろ
う
。

　

機
械
化
が
進
み
手
植
え
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
が
、
つ
い
３０
年
く

ら
い
前
は
の
ど
か
で
あ
っ
た
。

　

田
植
え
が
終
わ
り
、
水
を
張
っ

た
田
ん
ぼ
で
は
、
カ
エ
ル
の
合
唱

が
聞
こ
え
て
い
る
。
あ
っ
と
い
う

間
に
夏
が
来
て
、
次
号
で
は
虫
の

声
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
は
ず
。

今
年
も
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
早
坂　

民
奈　

記
）

村議会の紹介コーナー №8

　今年の4月末で議会改選から2年が経ち、議会の組織構成が変わりました。
　議会議員は4年の任期ですが、各委員会の他、様々な役割があり2年で再度協議し体制を改めて
います（4ページの議会構成に名簿を記載）。
　議長の任期は4年ですが、副議長と最上広域議員は2年と内規で定めていますし、
常任委員会も2年で交代しています。
　改めて各々の役割は…

今回も、『議員の仕事』 議会の体制？(組織構成とは)

　産業振興、地域整備、農業委員会に関する
調査や研修を行います。
（冬の雪道調査も）

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

　議会報の編集や編集に関する研修、資料収
集などを行います。

議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会

　村の出納業務を毎月監査し、適正に運営さ
れているかチェックします。

議会選出監査委員議会選出監査委員

議長を補佐する立場と合わせ、今年から議会
改革のリーダーの役割も。

　村の政策全般や財政、消防防災、税務、住
民福祉、健康衛生、教育行政に関する調査や
研修を行います。（学校訪問・介護施設訪問も）

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

　議会運営全般の他、議会の会議規則、委員
会条例等の調査も。

議会運営委員会議会運営委員会

　最上地区8市町村で運営する消防、ごみ、
し尿処理、新庄駅の広域交流センター、教育
センターの維持に関すること。

最上広域組合議員最上広域組合議員

　説明の必要もありませんが、村議会全般の
他に、最上町村議会や県町村議会等広域にわ
たる活動も。

議　　長議　　長

議会選出農業委員　今年7月から国の法改正により無くなります。

副  議  長副  議  長
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